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全国高齢者に対する12年間の縦断調査の
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目的　高齢者に対する縦断調査では，追跡期間中の脱落者の存在が，継続回答者に対する分析結

果に歪みをもたらす可能性がある。本研究では，全国高齢者に対する4回の縦断調査のデー

タに基づき，それぞれの追跡期間ごとに，①死亡以外の理由で脱落した人の特性を，継続し

て縦断調査に参加している人との比較において明らかにすること，②死亡という自然脱落の

みが発生したと仮定した理想的な分析対象を，実際の縦断調査の分析対象と比較すること

で，継続して参加している人の代表性がどの程度確保されているかを明らかにすることを目

的とした。

方法　初回調査は，全国高齢者（60歳以上）3,266人を対象に1987年実施した。その回答者2,200

人を対象に1990年，1993年，1996年に追跡調査を実施した。各追跡調査の回収率はそれぞれ

約80％であった。各追跡期間ごとに脱落した人の特性は初回調査のデータに基づき，健康，

生活習慣，社会関係および基本属性・社会階層の面から検討した。その際，死亡という自然

脱落したケースについては分析対象から除外した。継続して回答している人の特性について

は，それぞれの追跡期間ごとに死亡という自然脱落のみを除いた，理想の縦断調査と比較す

ることによって，初回調査時点での変数の分布および健康指標（健康度自己評価および抑う

つ症状）に関する要因にどのような違いがあるかを検討した。

結果　1.　いずれの追跡期間においても縦断調査から脱落した人に共通してみられた特徴は年齢

が高いこと，社会参加の頻度が低いということであった。追跡期間が長くなるに伴って，継

続して回答している人と脱落した人との間で健康や生活習慣に関する変数の分布の違いが大

きくなった。

　2.　初回調査時点の特性について，死亡という自然脱落のみを除いた理想の縦断調査と比

較した場合，追跡調査に継続して回答している人ではいずれの追跡期間でも，年齢が低く，

また身体的・精神的・社会的健康が良好であった。しかし，健康度自己評価あるいは抑うつ

症状に対して有意な効果をもつ変数は両群でほとんど違いがみられなかった。

結論　縦断調査からの脱落はランダムに発生しておらず，また，継続して回答している人の初回

調査時点での年齢や健康に関する変数に変化をもたらしていること，しかし，健康への関連

要因については縦断調査からの脱落の影響をほとんど受けていないことが示唆された。
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